
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：中津川市都市計画道路網の見直し計画案検討調査 

 

 

 ２ 調査主体：中津川市 

 

 

 ３ 調査圏域：中津川市都市計画区域 

 

 

 ４ 調査期間：平成２７年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

  平成３９年開業予定のリニア中央新幹線は、中津川市西部に中間駅及び車両基 

地が設置されることが明らかになり、開業による社会経済情勢・交通体系への対策

が必要不可欠であることから、リニア駅を広域交通拠点として、そのポテンシャル

を最大限に活用し、岐阜県の東の玄関口にふさわしいまちづくりを実現するため

に、将来土地利用計画、既存の道路施設と連携した幹線道路網（都市計画道路）の

整備計画等の総合的な交通計画である「中津川市都市交通マスタープラン」を平成

２６年度に策定した。 

  現在、中津川市の都市計画道路の整備率は約４９％と低く、都市計画決定後４０

年以上未整備のまま経過しているものもあり、喫緊の課題としてリニアのまちづ

くりを推進するための交通環境の再構築と、都市計画道路の見直しを行うもので

ある。 

 

 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称 

    中津川市都市計画道路網の見直し計画案検討調査 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

  序章  業務概要 

   序－１ 業務の目的 

   序－２ 業務フロー 

 

第１章 都市計画道路網の見直し案の作成 

 １－１ 都市計画道路の見直しの方向性の検討 

 １－２ 都市計画決定変更案の検討 

 １－３ 都市計画道路網図の作成 

 

第２章 経路変更路線を対象とした概略検討 

 ２－１ 検討区間 

 ２－２ 市道中津 086 号線の概略検討 

 ２－３ 市道中津 110 号線、中津 112 号線の概略検討 

 ２－４ 都市計画道路の見直しに伴う用途地域の見直し検討 

 

第３章 関係機関協議資料 

 

第４章 今後の課題 

   ４－１ 今後の課題 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

中津川市都市計画審議会 

 （会長：中津川商工会議所会頭 丸山輝城） 

 

中津川市リニア都市政策部都市計画課 事務局 

 （中津川市リニア都市政策部都市計画課） 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等：該当なし 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

  中津川市では、中津川市都市交通マスタープラン策定・まちづくり基本調査委託     

業務において、現行計画道路を対象として廃止や変更（経路または幅員の変更）及  

び新設区間の検討を行った。 

  この検討結果を踏まえ、沿道住民との合意形成に向け、具体的な変更計画案を検   

討することを目的とする。 

 

 

 

 ２ 調査フロー 

都市計画道路の見直し計画案の作成 

 ・変更計画の内容、理由の対象路線 

 ・都市計画道路網図の作成 

 ・具体的な整備イメージの検討 

 

経路変更路線を対象とした概略検討 

 ・道路概略設計 

 ・用途地域の見直し 

 

関係機関協議資料の作成 

 ・都市計画図書（案）の作成 

 

 

 

  



 ３ 調査圏域図 

 
 

調査対象区域 



○走行性 

 ・直進性が確保され、円滑な走行やすれ違いができ、走行性や安全性が向上する。 

 

○速達性 

 ・中心市街地とリニア岐阜県駅間の移動時間が、約 3 分短縮する効果が想定される。 

ピーク時では、混雑区間の迂回路となり、特に速達性が向上すると想定される。 

 

・日常生活での市北部と中津川市街地方面との移動において、歩行者と自動車が分

離された混雑区間を迂回できる移動経路が形成され、生活利便性の向上に寄与す

る。 

 

・中津川市民病院までの移動が約 2 分短縮され、救命救急活動支援にも寄与する。 

 

○周辺道路網の交通負荷の軽減 

・中心市街地とリニア岐阜県駅を連絡する道路により、主に農業振興のための道路

である恵那峡ロードや広域交通を処理する国道 19 号、1 車線の市道など、リニア

岐阜県駅へのアクセス流動とは特性の異なる交通を処理する道路の交通負荷を

軽減する。 

 

・リニア岐阜県駅利用者にとっても新たな動線が確保でき、市内で活動する人とリ

ニア岐阜県駅を利用する人双方の利便性を向上させることができる。 

 

○緊急時の迂回路の確保 

・農業振興のための恵那峡ロードが交通事故等で通行止めとなった場合等の、迂回

路が形成される。 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

概略経路の検討 

（仮）東濃東部都市間連絡道路の概略経路が定められた。次頁に具体的な経路を示す。 

 

（仮）東濃東部都市間連絡道路の整備により、以下の整備効果が考えられる。 

 

【（仮）東濃東部都市間連絡道路の整備効果】 



 

 

 

 

 

 

 

（仮）東濃東部都市間連絡道路 



見直し対象路線の変更内容を記した総括図 

３・５・１２ 大岩線 

○区域の変更（路線の廃止） 

  廃止延長 L=670ｍ 

３・５・６ 栄東町線 

○区域の変更（路線の廃止） 

  廃止延長 L=570ｍ 

３・５・７ 中津・岩村線 

○区域の変更（一部区間の廃止） 

  廃止延長 L=430ｍ 

○区域の変更（起点の変更） 

（起 点）大字中津川字下川原 ⇒ 本町４ 

 

３・４・３ 町駒場線 

○区域の変更（路線の廃止） 

  廃止延長 L=1,660ｍ 

３・５・１４ 大平線 

○区域の変更（経路の変更） 

  変更延長 L=700ｍ 

○区域の変更（終点の変更） 

（終 点）大字中津川字大西 ⇒ 中津川市北野町 

 



今後の課題 

（１）都市計画道路の交差路線の見直し 

見直し対象路線の「廃止」に伴い、他路線の交差箇所に変更が生じるため、都市計画図書の計画書の

項目にある「地表式の区間における鉄道等との交差の構造」の交差箇所数の見直しが必要である。 

 

 

  

■幹線街路との交差箇所数 

変 更 前 変 更 後 

路線番号 路線名 
幹線街路との 

交差箇所数 
路線番号 路線名 

幹線街路との 

交差箇所数 

１・６・１ 一般国道２５７号線  １・６・１ 一般国道２５７号線  

３・４・１ 一般国道１９号線 
（平面）７箇所 

（立体）３箇所 
３・４・１ 一般国道１９号線 

（平面）７箇所 

（立体）３箇所 

３・４・２ 緑町線 
（平面）５箇所 

（立体）１箇所 
３・４・２ 緑町線 

（平面）４箇所 

（立体）１箇所 

３・４・３ 町駒場線 ６箇所 廃 止 

３・４・４ 四ツ目川線 
（平面）４箇所 

（立体）２箇所 
３・４・４ 四ツ目川線 

（平面）３箇所 

（立体）２箇所 

３・４・５ 一色中村線 ３箇所 ３・４・５ 一色中村線 ３箇所 

３・５・６ 栄東町線 ３箇所 廃 止 

３・５・７ 中津岩村線 ４箇所 ３・５・７ 中津岩村線 ３箇所 

３・５・８ 三五沢松源寺線 
（平面）１２箇所 

（立体）１箇所 
３・５・８ 三五沢松源寺線 

（平面）１０箇所 

（立体）１箇所 

３・５・９ 手賀野線 ３箇所 ３・５・９ 手賀野線 ３箇所 

３・５・１０ 駒場線 ３箇所 ３・５・１０ 駒場線 ３箇所 

３・５・１１ 大峡線 ２箇所 ３・５・１１ 大峡線 １箇所 

３・４・１２ 大岩線 ２箇所 廃 止 

３・４・１３ 中津苗木線 ３箇所 ３・４・１３ 中津苗木線 ３箇所 

３・５・１４ 大平線 ４箇所 ３・５・１４ (仮)松源寺線 ３箇所 

３・５・１５ 青木ヶ原線 ２箇所 ３・５・１５ 青木ヶ原線 ２箇所 

３・４・１６ 青木斧戸線 ３箇所 ３・４・１６ 青木斧戸線 ３箇所 

３・６・１７ 赤台上金線 
（平面）３箇所 

（立体）１箇所 
３・６・１７ 赤台上金線 

（平面）２箇所 

（立体）１箇所 

   ３・５・１８ (仮)大岩線 ２箇所 

３・６・１８ 一般国道２５７号線 １箇所 ３・６・１８ 一般国道２５７号線 １箇所 

８・７・１ 赤台苗木線 （立体）１箇所 ８・７・１ 赤台苗木線 （立体）１箇所 

※赤文字：交差箇所に変更がある箇所 



（２）中津川市都市計画マスタープランの位置づけ 

用途地域の検証において、中津川市都市計画マスタープランの位置づけを把握する。 

現行計画では、現行計画道路網により土地利用が区分されているため、用途地域の変更にあたっては、

都市計画マスタープランの見直しが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中津岩村線により土地利用が

区分されている 


